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ストップ・ザ・交通事故

○ 夕方から早朝に運転する際は、鹿の存在
を念頭に置きましょう。
夜間は周囲が暗く鹿に気付きにくいです。
こまめにハイビームを活用しましょう。

○ 鹿はアスファルト上では蹄が滑ってしま
い、動きが鈍い場合があります。

○ 鹿は群れで行動するため、１頭目が飛び
出した後、２頭目以降が飛び出してくる可
能性があります。

○ シートベルトは全席着用しましょう。
鹿との衝突や衝突を避けるために路外

逸脱、急減速して追突など運転手などが
負傷する事故が発生しています。


